加盟リーグ各位
ＡＥＤ（自動体外式除細動器）について
日頃は関西連盟にご協力を賜り御礼申し上げます。
少年たちの万一の場合の備えとして、ＡＥＤの設置の要請をして以来数年が経過いたしました。その間本当に幸いなことに、この機器を使用したとの報告を受けずに今日を迎えております。このことが逆に「万一」の想定を風化させ、管理等においてもややなおざりにされている傾向も見られるようになりました。また、設置後年数もたち、その間にリーグ役員の交代等もあって、契約の実態が伝わらず対応に不安を感じられている旨の報告も受けておりました。
連盟としても加盟リーグのＡＥＤに関する実態を掴み、今後のご参考や指針をお出しできればと考え、現状調査をいたしましたところ、2月15日の回答期限までに全51リーグ中、47リーグの回答をいただきました。
その上に、セコム㈱のご協力を得て裏付けを行い集計した結果は次の通りです。
ＡＥＤ非所有：8リーグ　　所有：43リーグ　内セコム阿倍野支店に記録の無い（別店舗契約？）リーグ6
所有形態：（買取り）4　　別途買取りと回答した内3リーグがセコムの記録にあるのでレンタルに算入した。　　　（レンタル）39　　内セコム以外よりのレンタルが1リーグ
機器の所有方法には一般的に次の三方法があります。簡単に説明しますと、
1． 買取り：代金を支払って文字通り自己所有とすることで、以後の管理等は全て自己責任となります。但し、物品によっては保守契約などを行うことができます。
2． リース：一定期間を設けて機器の借入をする方式で、管理などは基本的に自己責任です。期間内の解約はできません（ペナルティー必要）。リース期間が終了した後、再リース契約ができます。この場合のリース料は従来の1ヶ月～1.2ヶ月分程度で1年間使用ができます。
3． レンタル：今回のＡＥＤは買取り以外全てこのレンタル契約です。やはり一定期間の借り入れになりますが、故障修理や管理等は業者が行ってくれます。期間内の解約はやはり定められたペナルティーを払わなければなりません。また、期間が満了した場合は解約が自由ですが、延長してもレンタル料は下がりません。
現行ＡＥＤのレンタル期間は5年になっています。5年を過ぎますと、延長や新(品)機種との交換、あるいは他のメーカー品への乗り換えなどの方法を選ぶことになります。現在お使いのＡＥＤの耐用年数は7年ですので、申し出をしなければ自動的に延長される契約になっているようです。（多分通知が来るはずです）
セコム担当者の話では、新型のＡＥＤ2100とのタイプが出ており、従来取り替える必要のあった小児用電極パッドを単に切り替えだけで対応できるようになっており、しかも若干ながら料金が安くなっています。
詳しくは下記へお問い合わせください。また、契約期限の違いなどかなりありますのでもう一度確認を願います。
　　セコム㈱　阿倍野支社　課長代理　冨樫（トガシ）巧（タクミ）氏
    〒545-0022 大阪市阿倍野区播磨町１－２４－２４　帝塚山クレバービル２Ｆ
　　Tel. 06-6608-0607  Fax. 06-6608-0441  E-mail. tak-togashi@secom.co.jp
未設置のリーグは必ず設置してください。また必ず年に1度は講習会を開催し、「誰でも何時でも対応」の態勢を作りましょう
平成24年2月　　　　リトルリーグ関西連盟
